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調 査 研 究 の 目 的 

平成 30年の硫黄山噴火により、火山噴出物が河川に流入し、環境基
準値を超えるヒ素等の有害物質が検出され、河川水を農業用水に利用
できなくなったほか、大量の死魚の発生など生態系にも影響が及んだ。
これに対処するため、令和４年 11 月、県は河川上流部において石灰石
による中和反応を主体とした水質改善施設を整備した。その結果、県
が実施するモニタリングにおいて、pH の上昇やヒ素濃度の低減など水
質の改善が確認された。ヒ素濃度の低減は、河川水中の鉄が pH 上昇時
に水酸化物となってヒ素を共沈させたためと考えられるが、県実施の
モニタリングでは鉄濃度は測定されておらず、ヒ素と鉄の関係を確認
することはできない。 

このため、本研究では、県実施のモニタリング結果を基に鉄の追加
調査や解析を行い、加えて水生生物調査を行って生態系への影響を確
認することで、水質改善施設の効果の検証や県民に対する情報提供・
注意喚起のための補完的情報として役立てることを目的とする。 

調査研究成果の概要 

 
目標の達成状況 

行政施策への寄与度 

技術開発への寄与度 

県民への波及効果 

今後の発展性など  

県実施のモニタリング結果を解析したところ、えびの橋では、水質
改善施設上流部と比較して pH が概ね 0.5 程度上昇し、2.5 程度で推移
したことが分かった。また、pH が比較的大きく変動する下流部の地
点について解析した結果、雨量との関係性が確認された。このことか
ら、下流部の水質は、硫黄山噴出物に加えて、雨量にも影響を受ける
ことが明らかになった。また、当所独自で実施した理化学検査の結
果、上流部においては pH が低下するほどヒ素に加えて鉄の濃度も同
傾向で上昇することが示唆された。 

水生生物調査においては、大原橋など下流部では水生生物が多く確
認された。日本版平均スコア法で評価したところ、令和６年度の水質
の良好性は「とても良好」と評価され、一時的な水質悪化があったも
のの、水生生物への大きな影響は見られず、生態系が改善したことが
確認できた。しかしながら、上流部の結果から、水質悪化が水生生物
に影響を与えることも確認されたため、引き続き水質のモニタリング
を継続していくことが重要であると考えられる。 

今後は、得られた知見を行政部局と共有し、水質モニタリングに係
る検討や県民への情報提供について連携して取り組んでいく。 
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今後、最終結果を宮崎県衛生環境研究所年報で報告予定 

 


